
パブリックコメントの実施について

・乗合自動車停留所において、ベンチ及びその上屋は、バスの正着を妨げない位置に

　設置するものとする。

・路面電車停留場の乗降場と車道等との間に設ける傾斜路には必要に応じて転落防止

　用の柵を設置することが望ましい。

・路面電車停留場には、車いす使用者乗降口が停止する位置を乗降場の上に表示する

　ことが望ましい。

・自動車駐車場の身体障害者用停車施設には、乗降用スペースへ降りるスロープの設

　置等により、車いす使用者が円滑に利用できる構造とすることが望ましい。

・地図の色彩については、色覚異常者に配慮して表示要素毎の明度差を確保すること

　に留意し、また赤と緑の色面同士の組合わせは用いない。

・除雪による堆積高さについては、車両・歩行者等が互いにその存在を確認できるよ

　うに、極力低くすることが望ましい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

１．実施期間

平成１４年９月１１日～１０月９日（１ヶ月間）

２．意見収集方法

郵送、インターネット、FAX等

３．意見提出状況（意見数３０５件（意見提出者・団体数　１２３人・団体））

４．パブリックコメントを踏まえた主な修正箇所

項目別意見数

第７章

案内標識

7.2%

第２版

79.1%

全体

0.7%
基礎編

20.2%

第２章

歩道等

（基礎編の内容）

13.0%

全体

0.7%
第３章

立体横断施設

0.3%

第８章

視覚障害者誘導用

ブロック

5.8%

第２章

歩道等

（第２版の内容）

24.7%

第４章

乗合自動車停留所

19.9%

第５章

路面電車

停留場等

10.3%

第６章 自動車駐車場

7.2%

第１１章 積雪寒冷地

における配慮 3.1%

第１０章 照明施設

1.7%

第９章 休憩施設

1.4%

第１２章

駅前広場

4.1%

第１章 総則

1.0%

別添２


